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【改訂】第 1 版（2012-03-22）
【科目】物質工学演習
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・5 年次
【担当教員】

赤羽 良一
大和田 恭子

【授業目標・教育方針】
本演習は「デザイン教育」の一環として行う。
前半では、通常の人間に生活において、特殊ではあるが人間が置かれる様々な環境下や状況下において、必要とされ
るところの分子を利用したシステムのデザインを試みる。それを通して、工学の本質である「設計（＝デザイン）」
（まだ存在していないものを作り出していくことの基礎にあるもの）するという考え方とその過程を学ぶ。
後半では、エンジニアリング・デザインの定義、デザインプロセスについて学習し、提示されたテーマのもとにグ
ループでデザイン演習を行う。エンジニアリング・デザインの一連のプロセスを演習と発表討論により学ぶ。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
前半：人間生活において想定される様々な環境や状況下で必要とされる分子を利用したシステムデザインを試みる。
分子を利用した広義の分子デバイスの調査と学習および分子デバイスの基礎となる分子系、超分子系、高分子等の基
礎的学習を行う。デザインの後、各自またはグループ毎に発表討論を行う。
後半：エンジニアリング・デザインとは何かを学習しする。クライアントの要求である提示テーマ
に対してのデザインを行なった後、発表・討論を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：担当教員が授業時間等において適宜指示する。学生は各種データベース、図書館等を活用されたい。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
調査と学習。個人またはグループ発表と討論。

【メッセージ】
わからないところは、すぐに質問をするなど理解するように努める。

【成績評価方法】
［前期］レポート（60％）、毎回の演習への貢献度（40％）

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【授業計画】（授業名：物質工学演習）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 分子デバイスの調査と学習 分子を利用した広義の分子デバイスの調査と学習
第 2 回 分子デバイスの調査と学習 分子を利用した広義の分子デバイスの調査と学習
第 3 回 分子系、超分子系、高分子等の

基礎的学習
分子デバイスの基礎となる分子系、超分子系、高分子
等の基礎的学習

第 4 回 分子系、超分子系、高分子等の
基礎的学習

分子デバイスの基礎となる分子系、超分子系、高分子
等の基礎的学習

第 5 回 デザインの発表、討論 各自あるいは各グループがデザインした分子集合体あ
るいは分子システム、装置等の発表、討論、評価等。

第 6 回 デザインの発表、討論 各自あるいは各グループがデザインした分子集合体あ
るいは分子システム、装置等の発表、討論、評価等。

第 7 回 デザインの発表、討論 各自あるいは各グループがデザインした分子集合体あ
るいは分子システム、装置等の発表、討論、評価等。

レポート

第 8 回 エンジニアリング・デザインに
ついて

エンジニアリング・デザインの定義、学習の意義につ
いて

第 9 回 デーマ学習・調査 提示されたテーマのもとにエンジニアリング・デザイ
ンのプロセスに対する学習と調査（個人）

第 10 回 テーマ学習・調査 提示されたテーマのもとにエンジニアリング・デザイ
ンのプロセスに対する学習と調査（グループ）

レポート

第 11 回 デザイン・プロセスのまとめ デザイン・プロセス、解決案のまとめ。
第 12 回 デザイン製作 デザイン・プロセスの評価法
第 13 回 デザイン製作 製作 レポート
第 14 回 発表・討論 グループで発表。討論および評価。
第 15 回 発表・討論 グループで発表。討論および評価。
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